
芦屋室内合奏団定期演奏会のご案内

爽秋の候、皆様ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

さてこのたび芦屋室内合奏団では、秋の午後のひとときをポ

ピュラーな名曲でお楽しみ頂こうと、下記のとうり恒例の定期

演奏会を開催することになりました。当合奏団は1965年に

発足以来、多くのメンバーが転勤等で入れ替わりましたが、カ

ップルや2世メンバーを加え家族的な雰囲気の中で、息長い活

動を続けております。

もとより日常勤務の間の不十分な技量と練習で、おききづら

い点もあろうかと存じますが、是非ご来場の上ご批評賜ります

ようご案内申し上げます。

1993年10月　　　芦屋室内合奏団　会長　橋本宗夫

団長　鳥丸安雄

団　員　一　同

とき：1993年10月24日（日）　午後2時開演・

ところ；　ラボルテホール（JR芦屋駅北側）

入場無料

プログラム：

1．ヴォルフ　　「イタリヤのセレナーデ」

2．レスピーギ　「リュートのための古代舞曲とアリア」

第3組曲

3．シューベルト（マーラー編曲）「死と乙女」

指揮　酒井睦堆く相愛大学教授）



邁炉
芦屋室内合奏団

第27回定期演奏会

ラボ●ルテホ－ル

（J R芦屋駅北側）

1993年10月24日（日）

午後2時開涜（入場無料）

十跳



＃　ごあいさつ　＃

1965年、当時の神戸大学、甲南大学等の学生オーケストラの主席奏者等が集まり、中島良能

氏を指揮者とし当団が発足して以来28年間途絶えることなく、70曲にのぼる古今の名曲を演奏

して参りました。その間、何人ものメンバーが転鱒等で入れ替わりましたが、カップル3組を含み、

団員の2世メンバーが加わる等、家族的な雰囲気の中で、創立時と同じ情熱を持ち続けながら、月

2回の練習を生活の一部とし、私達ひとりひとりの生活に大きな意味を与えております。

まだまだ意気も高く、尽きることのない音楽の世界ですので、さらに息長くアンサンブル活動を

続けて行く所存でございます。もとより日常勤務の間の不十分な技と練習で、おさきづらい点もあ

ろうかと存じますが、アドバイス賜りますとともに、改めて皆様のご声援に深く感謝致します。

1993年10月　　芦屋室内合奏団　会　長　橋本宗夫

団　長　鳥丸安堆

部　長　中田和夫

団　旦　一　同

プロ　グラム

1．ヴォルフ　　　　「イタリヤのセレナード」

HugoYolf　　　　■ItalianSerenade”

2．レスピーギ　　　「リュートのための舌代舞曲とア

Ottorino Respighi”Antiche Danze eArie per Liutsq

I Itariana

Ⅱ　Arie di corte

Ⅲ　Siciliana

Ⅳ　Passacaglia

休憩（15分）

A15pminutes’intem）ission

3．シューベルト（マーラー編曲）　「死と乙女」

FranzSchubert　　”DerTod und d蛮日払dchen”

Arranged forStringOrchestra byGustav yahler

All曙rO

Andante con moto

馳herzo，」ulegro molto

PreStO



1．ヴォルフ　「イタリヤのセレナーr」

ケ■ルフ（1860－1903）はドビュ1′シーと同時代に礪するオーストリアの代表的作曲家で、シ

ェーンベルクに対して大きな影響を与えた。作品のほとんどが数百曲に遵する歌曲であり、若

いころの習作を除き零楽曲は少ない。彼は歌曲の作曲の傍ら、粛啓の生活と風景への長年の慣

れを害楽曲で表現したいという望みを持ち掛ナていた。本曲は最初弦楽四貴幸の形で積想され

たが、その乱18鋤年代前半に、より色彩表現が可絶な管弦兼用に練り直され、さらに弦楽合

奏用に編曲された。

夢想的気分に満ち溢れる音素であるが、デリケートな感情表現、目まぐるしい転調、非常な
スピード、ppppからfffまでの強弱等、多彩かつ正確で繊細な漬募技術が要求されており、弦

蕪丁ンサンプル奏者にとっては良いエチュードでもあるこ曲は伴奏の軽快なリメムに乗り地中

海の陽光を想わせる軽快なヴァイオリンのメロディーに支記され、途中チェロのレシタティー
ポを鐘て名残惜しむように静かに終わる。

アマチさ丁にとっては難曲に属し、プロでも採りあげられる機会の少ない曲です。10分帝の

この曲に練習時間の大半を費やしました。第2ケrイオリンの活躍にご注目下さい。

2．レスピーギ　「リュートのための舌代舞曲とアリア第3組曲」
レスピーギ（1879－1936）はイタリヤに生まれ、生地での専門教育の後、ベテルスプルグでリ

ムスキー＝コルサコフ、ベルリンでブルッフに師事した。交響持3部作（ローマの噴水／松／集）

で、印象派風の手法と掛違管弦楽手法による色彩感で有名であるとともに、ルネッサンス音楽

の再認瓢こも寄与した人である。本曲は作者不詳を含む無名の作曲家の作品を編曲した3部作

で、特に第3組曲が最も完成度が高く1932年に完成して以来、古楽流行のブームにも乗り、演

奏頻まの削、名曲である。曲は、ピッチカートの上で優雅に歌う「イタリア－ナ」、ビオラの憂

鬱なメロディの間に敷曲を巧みに配置した「宮廷の7リア」、流麗なメロディの「シチリア－ナ」、
ロンカ1Jのギター曲による「バッサカリア」の4曲からなる。

幸曲は当合奏箆の得意のレバートリの一つで、4皮目9年ぶりの定期演奏会登場です。

3．シューベルト　「死と乙女」

シ1－ベルト（1797、1828）は「未完成交響曲」と同じ噴く1824年）にエ短鞘の弦薫四重睾曲の作

曲に讐手した。この曲が「死と乙女」と呼ばれているのは、故の同名の歌曲の伴幸の重々しい

旋律を、第2糞葺の変葉曲の主題としているからである。4美章とも短覇で書かれ、第1楽章の

悲劇的なモチーフが全曲を支配し、情熱の中に時さと淋しさが交錯する。原曲はヴァイオリン

（2）、ヴィオラ、チェロの4人で満票されるが、本日はマーラー（1860－1911）がコントラバスバ
ートを追加し弦楽オーケストラ用に編曲した版を用いる。原曲に較ぺ音響に厚みが増し、編曲

者の意図した■名曲の異形態での展開〝が実現されている。初演はマーラーにより行われたか

く1約4）第2楽章のみの濱秦だったこともあり、音楽美学上の論争を巻き起こしたと言われる。

当合奏団では、原曲の四重奏はアソピ（栽しい所はスキップし、さわりだけ楽しむ）の対象

にはなっていたが、弦楽オケの形で定期演奏会で採りあげるのは初めて。40分を超す長大な

曲で、♯習には忍耐、本番にはスタミナが必要でした。マーラーにも乾杯l

手旨拝者　酒井睦雄

桐朋学園高校音楽科を経て1971年桐朋学園大学卒業。指揮を斎藤秀雄、秋山和慶

両氏に、クラリネットを北爪利世、二宮和子、F．フックス各氏に師事071年より

相愛オーケストラ指揮者77年、サルツプルグにて0．スイトナー氏に師事。同年、東京
にてS．チェリビグッケ氏のゼミナールに参加。現在、相愛大学教授として後進の育成に

あたる傍ら、74年より声量室内合奏団音楽監督、岐阜県交響楽団常任指揮者、90年
より高知室内管弦楽団櫓渾者等、アマチュア合奏団の指導にも尽力。

芦鼻室内合奏団

1965年5月役立の7マチュ7弦楽合奏団。練習月2回（日曜）、定期演奏会年1臥当初は血再が中心であった

が、74年に現相愛大教授の酒井睦堆氏を音楽監督に迎えて以来、騨け派から現代音素に至るレバ・川・の

拡大や知名度の低い曲を紹介する等のユニ・，な活動を行う。最近では包際室内如ツト峰加（88年・淡路

島）、高知室内管弦楽団とのジ，インけyH（脚）等、対外活動も活発化している○



芦屋室内合奏団定期演奏会の足跡

（定期濱奏会曲目、1965－1993）：
・コ川　　川又7鳩軸、サラメり・ナノ甲イ川

繰臓曲叩．6－1．6－6，6－7
・バーセル　ト升ベ7トと弦紗た蜘ソナタ、軸「77デラサーり

・7畔／一二　弦紗た的ソ〃‡輔、シ〃曽ニ7Ib．3

・すけ丁昨†「痴」、頒臓軸op．3－3－3－1か3－11．3－12

・テレマン　　3畑ヴ7イ刑ソ、秋と割掛た伽軸、舶イ朝

地「腔」、腑1書、如7わいテと蜘た伽軸
・竹割′‘査柑紬op．6－1．6－2，6－3，6－5．6－6．6－9

・ジェミニ7－ニ「ラ・7川7」．

りくす∧　　プランデンルグ階曲恥．3，5、ヴ7イ刑ソ協軸No．2

ビ7用軸No．1、オーか上す丁イ刑ソ咄研削、

2■カサ丁付リンのた加噸紬、管弦姜軸第2書、弟3壬、甫軸口甜

・ル7ク　＿輔「け・ジュ7ソ」より

・シュク・ミ777ソハイム・シソ7雷ニ7第1書

・／l耶ソ　　白肘柑ソのた蜘3劇場、ルか堰腑2番

・著丁刑・ニ　チェ鴫紬

・モ・77両　デパルテりソ吊．136，137．138．334、

才一粒頭軸瓦．370、舵ミ憎、け－プチ＿と7・ガR．546

セレナ一夕・ハトゥ肘R．239、タラ脂7ト五重軸だ．581

難第29番、7伯・クライi・ナ小ムジーク

・パガニーニ　弦始妻のた伽ロンF

・ベ一桁ソ　朽柏7トと抜五王事のた蜘7ダーク】

・シュ・べ射「配乙女」

・シュlラ恒　川7チ・ほ7チ・者棚

・如デル　／クトン

・チ†巾7柚荘如た！肋セけ－F

・膵岬・ク　弦妙た伽セけィ、弦薫のた加ワ析

・列一ダ　　褒仙ダ軸

・ヤナ・チェ7ク蜘た如拙

・エルか　　蜘畑的レトド

・ケ雷ル7　「イタ仰柚レトF」

・ニー胱ン　畑bp．1

・レハール　ワル叶鮎糾

・紬か　　融のた蜘紬「セソ捕一ル」

・ス・ク　　弦妻咄伽セレナ・ド

・シryベルク「循」

・レストギ　ルー匝た伽舌代軸と7押第3姐曲

り叫・ク　持ソシ肋ヒ7軸、夕べツナ岬ソの耶

・／トバ　　夜業のた助7タープ才

・刈テン　　シンプル・シ〃Iニー

（歴代指揮者）中島良能（1965－69）、X．tl．Shoetnaker（1972－74）、酒井隆雄（Cond，＆Cl．1974－）＿

（客演者）鈴江苑生（Yn．1967）、宮本政堆くCond，68）、延原武春（Cond，69）、典田仲書くCond．71）、

曽我部千恵子（Vn，75）、白井美和子（Fl．77）、斎藤達男（Vc．80）、鈴木雅明くOrg，84）

芦屋室内合奏団．メ　ンノヾ－

会長　　　　Vn

団長・コ沖－トマスト

Vn

マネージト・YIa　福永　精一

中川　啓子

竹村久美子
斎藤　千秋
8ret Spemeer

Y¢　鳥丸　直子

宮崎　時夫

部長・C8　中田　和夫
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